
【求職者支援訓練受講生募集情報】　神奈川県　7月　17日開講コース　

～

★厚生労働省ホームページ

「求職者支援制度のご案内」

感染症を防止するために講じている内容

・マスク着用の徹底　　・消毒液の設置　　・登校時の検温　　・こまめな換気　・密にならないよう配慮した座席の配置

・定期的な共用部分の消毒　　・受け付けでのビニールカーテン等の設置

～
～

時間

時間

時間

時間

そ　の　他 13

合計 169

【訓練内容】※ 訓練内容の詳細につきましては、説明会（裏面参照）などでご確認できます。

学　　　　科 94

実　　　　技 62

安全衛生、職務の理解、介護の基本、介護におけるコミュニケーション技術等

生活支援技術、総合生活支援技術演習

職業人講話、職場見学

《実践コース》

介護スタッフ養成　初任者研修科（短時間） 

訓練コース番号 5-07-14-002-05-0100 訓練コース・分野 実践コース介護・医療・福祉分野

【訓練期間】

令和　7年7月17日（木） 令和　7年9月16日（火）

介護職員初任者研修の知識や技術を学ぶことにより、様々な介護福祉の現場において、利用者の状態に応じた訪
問介護、施設介護の基本ができる。

修了後に取得できる資格

介護職員初任者研修修了　学校法人横浜YMCA （介護職員初任者研修の修了要件を満たした場合に取得可能）

就職支援の内容、過去に実施した求職者支援訓練の実績等

感染症防止対策

※7/17開講式・オリエンテーション及び授業
　13:00～17:30
※9/16授業および修了式13:00～15:10
※一部祝日訓練あり

18:40

訓練実施施設名 YMCA健康福祉専門学校
募集期間「令和 7年5月28日（水） 令和 7年6月17日（火）」

≪ 申込み方法等につきましては裏面参照。≫

【訓練の目標】

訓練時間 13:00

◆ 講座内容 ◆

・介護サービス従事者としての基礎知識、技術を身に付けることができます。

実技の授業は介助を行う側、介助を受ける側になって実施を行います。

・介護・福祉・医療分野などの現場出身の講師陣による授業を展開します。

・学科、実技に加え、職業人講話や職場見学を実施します。現場で働く方々の話を

聞くことで、現場で役立つ知識や技術を習得し、早期就職を目指すことができます。

◆ 就職支援 ◆

・介護福祉士の養成校ならではのネットワークを生かした

豊富な求人情報を提供します。

・福祉の仕事内容や資格の種類、福祉施設の選び方など、

福祉の仕事に関する相談に応じます。

・キャリアコンサルティングを実施します。

・福祉施設採用担当者から求められる介護職像を直接、

聞くことができます。待遇や、職場の雰囲気なども聞くこと

ができます。

◆ 学校の特徴 ◆

・YMCAは、学校内外で出会う一人ひ

とりの違いを受け容れ、長所を伸

ばす教育を行っています。

・介護福祉士養成校として、専任講

師が常駐しているので、就職相談

はもちろん、学習内容の質問など

も、何でも気軽に聞けます。



令和7年5月28日（水）10：00～11：00 令和7年6月4日（水）10：00～11：00

令和7年6月11日（水）10：00～11：00

　〒

〒

～
受付時間

持ち物 特になし

選考結果発送日 令和　7年7月2日(水）

お問い合わせ先
電話番号　 046-223-1441

選考方法 面接
担当 立花、大塚

10:00 16:00

（最終日は9：30～17：00まで受付）

〒243-0018
神奈川県厚木市中町4-16-19
YMCA健康福祉専門学校

神奈川県厚木市中町4-16-19
YMCA健康福祉専門学校

定員
24名

（受講申込者が募集定員の半数に満たない場合は訓練の実施を中止することがあります。）

訓練対象者の条件 特になし

申し込み方法

①ハローワークにて職業相談を行い、訓練受講が適切と認められた場合に受講申込み書の交付を受け、必要書類ととも
に、住所を管轄するハローワークに本人が募集期間内に申し込み手続きをしてください。

②本人が「ハローワーク受付後の受講申込書提出先」へ直ちに連絡し、ハローワークで受付された受講申込書をご提出くだ
さい。

受講給付金
一定の要件を満たした場合、職業訓練受講給付金が支給されます。詳しくは、住所管轄のハローワーク窓口にお尋ねくださ
い。

ハローワーク受付後の受講申込書提出先 選考日 令和　7年6月27日(金）

提出先住所と宛先

243-0018

選考会場

改札口から徒歩　5分

☆申込み方法等☆ 

受講者募集期間 令和　7年5月28日（水） ～ 令和　7年6月17日（火）

受付時間 10:00 ～ 16:00
小田急線 本厚木駅下車

訓練実施施設の住所

243-0018

神奈川県厚木市中町4-16-19

お問い合わせ先
電話番号　 046-223-1441

担当 大塚

☆気になるコースの説明を聞くことができます。☆

説明会

訓練実施機関名 学校法人横浜YMCA
最寄駅から訓練実施施設までの地図

訓練実施施設名 YMCA健康福祉専門学校

説明会と同時に施設見学も可能です！
※事前の予約が必要です。ご都合が合わない方は個別説明も可能です。（要事前予約）

5500 円（※注１）

（※注１）教科書代等について、訓練開始直前に就職等の理由により辞退された場合、当該教科書代等を負担いただく場合があります。

《実践コース》

自己負担額（税込み）
受講者が用意する物

教科書代　 その他の自己負担額と内訳

介護職員初任者研修に定める研修を欠席した場合の補講代１時限(60分)につき6,000円

職場見学交通費実費 フェイスタオル、演習用衣服

演習用エプロン、運動靴



認定様式第５号

（様式A-9）

（ ）

✔ （ ）

✔

○

※40文字以内で記入してください。

～

✔ ）

～ （ 2

13 時 00 分 ～ 18 時 40 分 名

その他 （ ）

） 任意受験

） 任意受験

） 任意受験

） 任意受験

） 任意受験

✔

2時間

【職場見学】
介護サービス（通所介護、小規模多機能型居宅介護）の職場見学（横浜市鶴見中央地域ケアプラザ、YMCAライフサポートセンター鶴
見）

2時間

【職場見学】 介護サービス（通所介護、認知症対応型共同生活介護）の職場見学（大和YMCAグループホーム、大和YMCAデイサービスセンター） 2時間

【職業人講話】 介護福祉業界の動向、介護福祉施設のサービス種別の解説（社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会） 1時間

【職業人講話】 介護予防の理解と実際（公益財団法人横浜YMCA） 2時間

【職場見学】
介護サービス（介護老人保健施設・短期入所療養介護通所リハビリテーション）の職場見学（医療法人社団福寿会コミュニティケア北
部）

2時間

筆記試験（介護職員初任者研修事業実施要綱に基づく全科目筆記試験） 1時間

介護福祉初任者研修のカリキュラムを実施し、介護職員として必要な知識と技術の習得をするとともに、仕事の流れを学び円滑に働くことができるようにする。
多様な介護福祉施設、社会福祉協議会など職業人講話、職場見学を実施し、現場の雰囲気や、スタッフを知ることで、就職への不安を軽減する。これらのカリキュラムを通じ介護
福祉現場において役立つことのできる人材を育成していく。【短時間・職場見学等推進】（日によって訓練時間が異なる場合があるため、詳細についてはコース案内でご覧くださ
い）

学科振り返り 定着度の確認、学科の授業内容の振り返り 1時間

3時間

生活支援技術（基本知識） 介護の基本的な考え方、介護に関するこころのしくみの基礎的理解、介護に関するからだのしくみの基礎的理解 10時間

生活と家事、快適な居住環境整備と介護 生活と家事の理解、快適な居住環境整備と介護 5時間

チームビルディング① 介護現場における、他者と連携し業務遂行するための方法の理解。コミュニケーション技術の理解、傾聴の理解、意見の主張の方法の理解。 3時間

チームビルディング② 介護現場における、チームで連携し業務遂行するための理解。チームの成長過程の理解。課題解決するためのコミュニケーション方法、役割の理解。 3時間

職務の理解 多様なサービスの理解、介護職の仕事内容や働く現場の理解 6時間

実技

介護における尊厳の保持・自立支援 人権の尊厳を支える介護、自立に向けた介護 9時間

介護の基本 介護職の役割、専門性と多職種との連携、介護職の職業倫理、介護における安全の確保とリスクマネジメント、介護職の安全 8時間

介護・福祉サービスの理解と医療との連
携

介護保険制度、障害者自立支援制度及びその他制度、医療との連携とリハビリテーション 9時間

介護におけるコミュニケーション技術 介護におけるコミュニケーション、介護におけるチームコミュニケーション 6時間

老化の理解 老化に伴うこころとからだの変化と日常、高齢者と健康 6時間

認知症の理解 認知症を取り巻く状況、医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理、認知症に伴うこころとからだの変化と日常生活、家族への支援 8時間

障害の理解 障害の基礎的理解、障害の医学的側面、生活障害、心理・行動の特徴、かかわり支援等の基礎的知識、家族の心理、かかわり支援の理解

中間評価テスト振り返り 中間評価解説 1時間

修了評価テスト振り返り 修了評価解説 1時間

死にゆく人に関したこころとからだのしくみ
と終末期介護

終末期に関する基礎知識とこころとからだのしくみ、生から死への過程 2時間

介護過程の基礎的理解 介護過程の目的・意義・展開、介護過程とチームアプローチ 5時間

振り返り 研修内容振り返り、就業への備えと研修修了後における継続的な研修 4時間

デジタルリテラシー 介護業界におけるデジタル機器の活用、留意点や法令 1時間

中間評価テスト 筆記試験（介護職員初任者研修事業実施要綱に基づく筆記試験） 1時間

修了評価テスト

生活支援技術 生活と家事、快適な居住環境整備と介護、こころとからだのしくみと自立に向けた介護（整容、移動・移乗、食事、入浴、清潔保持、排泄、睡眠） 52時間

総合生活支援技術演習 総合生活支援技術演習

2時間

企業実習 実施しない 実施する

職場見学等 13時間

※実施する場合、カリキュラムは別途作成し、総時間のみ記入してください。

職場見学、職場体験、職業人講話

10時間

訓練時間総合計

【職場見学】

62時間 企業実習 0時間

介護サービス（障害者支援）の職場見学（社会福祉法人愛の森愛の森学園）

【職業人講話】 認知症サポーター養成について（医療法人仁厚会　厚木地域包括センター）

169時間 学科 94時間

訓練時間

学
科

安全衛生 心身の健康管理、整理整頓の原則 1時間

　③　ＤＸ推進スキル標準対応の訓練における基本奨励金の特例措置（DSS特例）の適用に係る希望の有無（適用を希望する場合のみ「○」を記入）

　①　IT分野の訓練における基本奨励金の特例措置（IT特例）の適用に係る希望の有無（適用を希望する場合のみ「○」を記入）

　②　WEBデザインの訓練における基本奨励金の特例措置（WEB特例）の適用に係る希望の有無（適用を希望する場合のみ「○」を記入）

訓
練
内
容

訓練概要

科目 科目の内容

実
技

名称 （ 介護職員初任者研修の修了要件を満たした場合に取得可能 ） 認定機関 （

名称 （ ） 認定機関 （

名称 （ ） 認定機関 （

訓練目標
（仕上がり像）

介護職員初任者研修の知識や技術を学ぶことにより、様々な介護福祉の現場において、利用者の状態に応じた訪問介護、施設介護の基本ができる。

訓練修了後に取得
できる資格

名称 （ 介護職員初任者研修修了 ） 認定機関 （ 学校法人横浜YMCA

名称 （ ） 認定機関 （

訓練対象者の条件 特になし

訓練推奨者
(特定の者を想定する場合のみ)

新規学校卒業者 ニート等の若者 障害者 母子家庭の母等

被災者 外国人

選考方法 面接 筆記試験 その他 （

（ 訓練日数 36 日 ）

訓練時間 訓練定員 24

選考結果通知日 令和7年7月2日

訓練期間 令 和 7 年 7 月 17 日 令 和 7 年 9 月 16 日 か月 ）

訓練科名
介護スタッフ養成　初任者研修科（短時間）

募集期間（予定） 令和7年5月28日 令和7年6月17日

選考日（予定） 令和7年6月27日

訓練の種別

「企業実習促進奨励金」の支給
を希望する場合に「○」を記入

「職場見学等促進奨励
金」の支給を希望する場
合に「○」を記入

訓練カリキュラム
訓練実施機関名： 学校法人横浜YMCA

基礎コース
就職を想定する職業・職種

実践コース 05 介護・医療・福祉分野

職場復帰支援コース
(※基礎コースのみ）

託児サービスコース 短時間訓練コース
(月80時間以上100時間未満)

施設介護員
訪問介護員

（令和６年１０月１日以降に申請する訓練科から適用）



認定様式第５号

（様式A-9）

訓練カリキュラム
訓練実施機関名： 学校法人横浜YMCA

）

備考 （ ）

✔

※1　企業実習を予定している場合は、様式第10～12号を作成のうえ提出してください。

※2　様式第6号の「日別計画表」を添付してください。

※3　訓練推奨者欄には、特に訓練を推奨する対象がある場合に、当てはまるもの全てのチェック欄（□）に✓を記入してください。

　　　「その他」の場合は、「訓練対象者の条件」欄に内容を記入してください。特にない場合はチェックは不要です。

※4　「職場体験」、「職業人講話」、「職場見学」については、それぞれの時間数が分かるように記入してください。

※5　訓練時間には、キャリアコンサルティング等の時間は含まれませんので、除いて記入してください。

※６　「オンライン計」については、算定対象訓練のうちオンラインで実施する訓練時間を記載してください。

訓練形態（個別指導・補講を除く）

その他 （
受講者の負担する費用

指
導
方
法

全ての受講者を一堂に集め、講師が直接指導する

時間

施設設備や教材等を有効に活用
した効果的な指導のための工夫

介護職員初任者研修カリキュラムに基づき、介護職員として必要とされる技術の習得と定着を行う。理解を深めるためにビデオやDVDなどの視覚
的教材を積極的に活用し、安全、安楽な介護ができるようカリキュラムを展開する。

受講者ごとの特質及び習得状況
に応じた指導のための工夫

中間評価、修了評価を行うことで、習得度を測り、フォローアップを行う。訓練期間内、また訓練時間の前後に専任教員が待機することで、習得状
況に応じたフォローアップを行う。

オンラインによっても指導する（当該日通所可能・混在型） オンラインによっても指導する（当該日通所不可・単独型） オンライン計

教科書代 5,500円

合計 5,500円

職場見学の交通費実費、法定講習に定める補講を実施した場合の補講料
（ 6,000 円/ 時間）が別途発生

訓
練
内
容

（令和６年１０月１日以降に申請する訓練科から適用）


